
4
月
6
日
、
他
労
組
組
合
員

で
あ
っ
た
方
（
Ｆ
さ
ん
）
が
健

康
管
理
手
帳
を
取
得
し
た
。

そ
の
経
過
は
、
昨
年
国
労
秋

田
地
本
が
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
の

学
習
会
を
開
催
し
た
際
、
過
去

に
ア
ス
ベ
ス
ト
の
取
り
扱
い
を

経
験
し
て
い
た
と
し
て
、
東
労

組
組
合
員
で
は
あ
る
が
、
健
康

管
理
手
帳
の
取
得
に
意
欲
の
あ

る
Ｆ
さ
ん
と
も
う
一
人
の
東
労

組
組
合
員
が
一
緒
に
参
加
し
た
。

学
習
会
で
は
、
Ｆ
さ
ん
は
ア

ス
ベ
ス
ト
を
最
後
に
取
り
扱
っ

た
職
場
が
、
利
府
の
仙
台
工
場

（
現
新
幹
線
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
）

で
あ
っ
た
た
め
、
「
健
康
管
理

手
帳
取
得
の
申
請
は
、
宮
城
労

働
局
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
」

と
学
習
会
に
講
師
と
し
て
参
加

し
て
い
た
神
奈
川
労
災
職
業
病

セ
ン
タ
ー
の
池
田
理
恵
常
務
理

事
が
指
摘
。

持
ち
帰
り
検
討
の
結
果
、
申

請
は
宮
城
労
働
局
で
あ
り
、
仙

台
地
本
の
力
を
借
り
る
こ
と
に

な
る
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

池
田
氏
が
事
前
（
3
月
21
日
）

に
宮
城
労
働
局
と
連
絡
を
取
り
、

そ
の
後
、
申
請
手
続
き
を
す
る

こ
と
と
し
、
3
月
24
日
、
仙
台

地
本
中
島
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委

員
長
と
佐
藤
対
策
副
委
員
長
が
、

宮
城
労
働
局
へ
申
請
手
続
き
に

出
向
い
た
。

宮
城
労
働
局
で
は
、
労
働
基

準
部
健
康
安
全
課
主
任
地
方
労

働
衛
生
専
門
官
が
対
応
。
池
田

氏
の
事
前
の
連
絡
も
あ
り
、
手

続
き
は
問
題
な
く
順
調
に
行
わ

れ
た
。

担
当
官
か
ら
は
、
一
～
二
週

間
で
健
康
管
理
手
帳
が
自
宅
に

郵
送
さ
れ
る
と
の
説
明
が
あ
り
、

そ
の
後
4
月
6
日
に
Ｆ
さ
ん
宅

に
手
帳
が
送
付
さ
れ
て
き
た
と

秋
田
地
本
か
ら
連
絡
が
あ
り
、

取
得
の
確
認
が
取
れ
た
。

今
回
の
取
組
み
は
、
他
労
組

組
合
員
で
あ
る
が
、
国
労
と
し

て
取
組
め
た
こ
と
は
、
「
要
求

あ
る
と
こ
ろ
に
国
労
在
り
」
を

4
月
17
日
、
国
労
郡
山
分
連

協
事
務
所
に
お
い
て
、
第
9
回

国
労
福
島
県
支
部
エ
ル
ダ
ー
交

流
会
が
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｓ
か
ら
5

人
と
Ｊ
テ
ッ
ク
か
ら
3
人
。
ま

た
貨
物
嘱
託
2
人
、
エ
ル
ダ
ー

Ｏ
Ｂ
2
人
と
現
職
も
加
わ
り
、

総
勢
15
人
で
行
わ
れ
た
。

は
じ
め
に
、
菊
地
尚
一
幹
事

（
郡
山
駅
連
分
会
・
Ｊ
テ
ッ
ク
）

よ
り
、
「
9
回
目
を
重
ね
た
エ

ル
ダ
ー
交
流
会
も
、
数
多
く
の

仲
間
た
ち
に
支
え
ら
れ
3
年
目

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
エ

ル
ダ
ー
・
現
職
か
ら
多
く
の
声

を
反
映
し
深
度
化
が
図
ら
れ
て

い
る
」
と
経
過
報
告
が
さ
れ
た
。

討
論
交
流
で
は
、
「
44
年
特

例
で
退
職
」
「
通
勤
が
大
変
」

「
2
年
で
退
職
を
考
え
て
い
る
。
」

「
元
管
理
者
の
職
場
で
、
人
間

関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い

「
『
後
進
に
道
を
』
と
言
わ
れ

5
月
3
日
、
宮
城
県
で
は
、

宮
城
県
護
憲
平
和
セ
ン
タ
ー
・

憲
法
を
守
る
市
民
委
員
会
・
宮

城
憲
法
会
議
の
三
団
体
が
主
催

す
る
、
「
5
・
3
憲
法
を
活
か

す
宮
城
県
集
会
」
が
仙
台
国
際

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

約
千
人
の
県
民
が
参
加
し
、

国
労
も
宮
城
県
支
部
と
仙
総
所

支
部
の
組
合
員
ら
約
20
人
が
参

加
し
た
。
集
会
の
講
演
で
は
、

水
島
朝
穂
早
稲
田
大
学
法
学
学

術
院
教
授
が
、
「
北
朝
鮮
が
ミ

サ
イ
ル
を
発
射
（
失
敗
）
し
た

時
、
東
京
メ
ト
ロ
と
北
陸
新
幹

線
が
運
行
見
合
わ
せ
を
行
っ
た

が
、
7
分
で
日
本
に
到
達
す
る

と
さ
れ
て
い
る
の
に
発
射
後
2

時
間
が
経
過
し
て
か
ら
の
停
止
。

自
治
体
に
も
避
難
訓
練
を
求
め

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
何
を
意
味

す
る
の
か
。
米
国
か
ら
武
器
を

買
う
こ
と
、
さ
ら
な
る
軍
事
化

を
進
め
改
憲
す
る
た
め
の
誘
導

で
な
い
か
」
と
疑
問
を
呈
し
た
。

集
会
後
は
市
民
広
場
ま
で
デ

モ
行
進
を
行
い
、
「
憲
法
9
条

を
世
界
に
広
げ
よ
う
」
「
戦
争

す
る
国
づ
く
り
を
止
め
さ
せ
よ

う
」
と
市
民
に
訴
え
た
。
【
幸
】
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4
・
7

第
8
回
地
方
執
行
委
員
会

春
闘
事
務
局
総
括
会
議

4
・
8

第
71
回
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会

4
・
15

第
58
回
安
プ
ロ
・
第
49
回
支
部
業
長
合
同
会
議

4
・
16-

17

福
祉
問
題
学
習
会
・
慰
労
会

4
・
24

東
北
交
運
バ
ス
部
会

4
・
25

安
全
問
題
を
検
証
す
る
集
会
（
宮
城
・
福
島
）

4
・
26

全
国
代
表
者
会
議

5
・
7

17
春
闘
中
間
総
括
会
議

5
・
12

第
9
回
地
方
執
行
委
員
会
・
中
央
労
働
講
座

5
・
15

支
社
経
協
・
団
交
（
駅
業
務
委
託
等
）

5
・
20

地
本
電
気
協
議
会
定
期
委
員
会

地
本
工
作
協
議
会
定
期
委
員
会

5
・
21

エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
組
合
員
交
流
会

Ｎo . 2734
2017年5月20日
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国
労
秋
田
地
方
本
部
と
仙
台
地
方
本
部
が
連
携
・
協
力
し
、

他
労
組
組
合
員
で
あ
っ
た
方
（
現
在
は
退
職
）
が
、
石
綿
（
ア

ス
ベ
ス
ト
）
健
康
管
理
手
帳
を
取
得
し
た
。
所
属
組
合
の
違
い

は
あ
っ
て
も
、
「
労
働
者
の
要
求
が
あ
れ
ば
協
力
・
努
力
す
る

の
は
当
然
」
と
す
る
国
労
の
姿
勢
が
健
康
管
理
手
帳
の
取
得
を

可
能
に
し
た
。

健康管理手帳の表紙

参加された仲間の皆さん

明
確
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
Ｆ
さ
ん
は
17
年
2
月
1
日

付
け
で
Ｊ
Ｒ
を
退
職
し
た
が
、

他
労
組
組
合
員
に
こ
の
取
組
み

を
広
め
、
組
織
拡
大
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」
と
地
本
対
策
委

員
会
は
今
後
の
抱
負
を
述
べ
て

い
る
。

※
仙
台
地
本
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

委
員
会
か
ら

Ｆ
さ
ん
は
、
大
船
工
場
か
ら

仙
台
工
場
へ
、
そ
し
て
土
崎
工

場
（
全
て
当
時
）
へ
と
転
勤
し

た
関
係
上
、
今
回
の
手
帳
取
得

に
当
た
っ
て
は
、
大
船
工
場
Ｏ

Ｂ
、
秋
田
地
本
、
仙
台
地
本
の

連
携
に
よ
り
、
申
請
が
可
能
と

な
り
取
得
に
至
り
ま
し
た
。

今
後
の
取
組
み
に
活
か
さ
れ

る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
ご
協
力
を
頂
い
た
関
係

者
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。
【
勝
】

た
」
「
特
例
で
退
職
う
ら
や
ま

し
い
」
「
体
調
が
年
々
悪
化
す

る
」
「65

歳
以
降
の
人
生
が
不

安
」
「
親
の
介
護
が
大
変
」
等
、

深
刻
か
つ
率
直
な
声
が
聞
か
れ

た
。佐

々
木
勝
紀
幹
事
代
表
（
福

島
地
区
分
会
・
Ｊ
テ
ッ
ク
）
は
、

「
全
て
の
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
の

労
働
条
件
は
劣
悪
で
、
Ｐ
会
社

間
の
共
通
認
識
が
欠
か
せ
な
い
。

Ｐ
会
社
全
体
を
網
羅
で
き
る
交

流
会
を
つ
く
り
上
げ
よ
う
」
と

述
べ
、
継
続
し
た
取
り
組
み
を

参
加
者
全
員
で
確
認
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
県
支
部
阿
部
執

行
委
員
と
郡
山
駅
連
分
会
小
椋

書
記
長
の
手
料
理
で
昼
食
交
流

を
行
い
、
次
回
7
月
の
再
会
を

期
し
終
了
し
た
。
【
弘
】

デモ行進先頭に立つ主催者代表



地
方
本
部
は
4
月
16
日
～
17

日
、
ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘
に
お

い
て
、
「
福
祉
問
題
学
習
会
及

び
慰
労
会
」
を
開
催
し
、
17
年

度
及
び
18
年
度
に
退
職
さ
れ
る

予
定
の
組
合
員
の
う
ち
、
55
人

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

学
習
会
は
地
本
原
子
書
記
長

の
司
会
で
進
行
し
、
国
労
東
日

本
本
部
伊
藤
業
務
部
長
か
ら
、

「
エ
ル
ダ
ー
社
員
・
嘱
託
社
員

の
諸
制
度
」
に
つ
い
て
の
あ
ら

ま
し
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
千
葉
組
織
部
長
か
ら

は
、
エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
社
員
の

組
合
員
継
続
加
入
の
お
願
い
が

あ
り
、
東
北
労
金
か
ら
は
今
後

の
年
金
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説

明
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
交
運
共
済
、
鉄
道
退
職

者
の
会
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
加
入

の
案
内
が
さ
れ
、
最
後
に
一
般

財
団
法
人
国
鉄
労
働
会
館
仙
台

地
方
部
の
取
り
組
と
し
て
、

「
JR
年
金
制
度
の
問
題
点
と
今

後
の
取
組
み
」
と
題
し
た
講
演

が
沼
下
清
一
氏
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
場
所
を
変
え
て
の
慰
労

会
で
は
、
40
余
年
に
亘
る
鉄
道

人
生
で
苦
楽
を
共
に
し
た
仲
間

と
の
語
ら
い
が
尽
き
る
こ
と
な

く
続
い
て
い
ま
し
た
。

【
昌
】

※
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

〇
藤
田

香

〇
菅
原

一
夫

〇
高
橋

真
人

〇
新
屋

昭
一

○
吉
澤

弘

○
畠
山

勉

○
今
野

浩

○
角
田

直
光

○
高
橋

寛

○
阿
部

仁

○
齋
藤

義
光

○
高
橋

道
雄

○
遠
藤

義
春

○
佐
藤

孝
雄

○
遠
藤

順
一

○
山
田

芳
夫

○
本
田

要
一

○
菊
田

幸
治

○
川
島

邦
彦

○
佐
藤

宏
明

○
坂

三
也

○
千
葉

庸
逸

○
伊
藤

清
志

○
鈴
木

昌
則

○
田
口

貞
治

○
熊
谷

睦
男

○
渡
辺

歳
央

○
若
野

伸
一

○
大
倉

幸
広

○
橋
本

吉
孝

○
阿
部

政
雄

○
鈴
木

幸
春

○
渥
美

健
一

○
小
野

孝
一

○
熊
谷

司

○
青
野

恒
男

○
柳
沼

文
夫

○
伊
藤

正
雄

○
菊
地

勉

○
三
浦

誠
一

○
石
田

正
幸

○
勝
又

賢
一

○
八
巻

孝
夫

○
南
幅

清
也

○
田
沼

光
広

○
野
崎

文
雄

○
伊
藤

純

○
後
藤

敏
郎

○
丹
治

覚
夫

○
佐
藤
登
喜
雄
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▼
原
発
事
故
に
つ
い
て
、

「
東
北
で
よ
か
っ
た
」
と
暴

言
を
吐
い
た
今
村
前
復
興
相

は
罷
免
さ
れ
た
が
、
議
員
の

地
位
は
そ
の
ま
ま
だ
。

▼
二
重
婚
約
が
発
覚
し
た
宮

崎
議
員
と
と
も
に
、
人
間
と

し
て
の
資
質
が
疑
わ
れ
る
言

動
を
し
た
両
名
は
直
ち
に
議

員
辞
職
す
べ
き
だ
が
、
独
裁

安
倍
政
権
は
辞
職
勧
告
も
せ

ず
、
自
民
党
二
階
幹
事
長
に

至
っ
て
は
今
村
議
員
を
擁
護

し
、
そ
の
矛
先
を
マ
ス
コ
ミ

に
向
け
る
な
ど
ど
こ
ま
で
も

国
民
を
愚
弄
し
て

い
る
。

▼
さ
て
、
5
月
4

日
付
朝
日
新
聞
の

「
声
」
欄
で
考
え

さ

せ

ら

れ

た

。

「
な
ぜ
沖
縄
に
寄

り
添
わ
な
い
の
か
」

と
題
し
投
稿
さ
れ

た
一
文
を
紹
介
し
た
い
。

▼
「
（
震
災
が
）
東
北
で
よ

か
っ
た
」
。
多
く
の
人
は
復

興
相
に
よ
る
こ
の
発
言
を
、

東
北
を
傷
つ
け
る
暴
言
と
受

け
止
め
た
。
安
倍
晋
三
首
相

も
「
深
く
お
わ
び
」
し
、
更

迭
し
た
。

▼
一
方
、
米
軍
普
天
間
飛
行

場
の
移
設
先
、
名
護
市
辺
野

古
沿
岸
部
の
埋
め
立
て
が
強

行
さ
れ
た
。
そ
の
沖
縄
に
対

し
、
政
府
や
私
た
ち
国
民
は

ど
う
向
き
合
っ
て
い
る
の
か
。

▼
原
発
の
立
地
や
再
稼
働
に

つ
い
て
は
地
元
の
意
見
が
尊

重
さ
れ
る
の
に
、
な
ぜ
米
軍

基
地
に
つ
い
て
沖
縄
の
意
思

は
無
視
さ
れ
る
の
か
。

▼
沖
縄
を
バ
カ
に
す
る
よ
う

な
閣
僚
発
言
が
厳
し
く
問
わ

れ
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

東
北
の
被
災
に
深
く
思
い

を
寄
せ
る
人
が
、
沖
縄
の
理

不
尽
な
扱
い
に
敏
感
で
な
い

の
は
な
ぜ
な
の
か
。

▼
米
軍
基
地
が
沖
縄
で
よ
か
っ

た
。
本
土
だ
っ
た
ら
‥
。
こ

れ
が
政
府
の
、
ま
た
我
々
本

土
に
住
む
者
の
底
に
あ
る
考

え
で
は
な
い
か
。

▼
こ
の
一
文
に
ハ
ッ

と
さ
せ
ら
れ
た
方

も
い
る
の
で
は
な

い
か
。
さ
ら
に
投

稿
者
は
、
米
軍
基

地
や
原
発
を
必
要

と
考
え
る
人
に
は
、

な
ぜ
東
京
、
首
都

圏
に
そ
れ
ら
を
新
た
に
置
か

な
い
の
か
、
そ
の
理
由
を
ど

う
説
明
す
る
の
か
と
詰
め
寄

り
、
自
分
は
地
元
に
米
軍
基

地
が
新
た
に
置
か
れ
る
な
ら

ば
断
固
拒
否
し
、
よ
っ
て
自

分
も
沖
縄
の
米
軍
基
地
建
設

に
も
断
固
反
対
す
る
と
結
ん

で
い
る
。

▼
大
い
に
反
省
し
、
自
問
さ

せ
ら
れ
る
一
文
で
あ
っ
た
。

同
時
に
何
を
す
れ
ば
、
ど

う
す
れ
ば
沖
縄
に
寄
り
添
え

る
の
か
を
も
う
一
度
考
え
る

糧
と
し
た
い
。
【
昌
】

国労運動を支え続けてきた先輩方

退
職
の
お
知
ら
せ

3
月
31
日
付

斎
藤

喜
久
男
さ
ん

東
北
工
事
事
務
所

（
退
職
）

進
藤

隆
樹
さ
ん

山
形
連
合

（
テ
ク
ノ
山
形
）

斎
藤

積
さ
ん

会
津
若
松
地
区

（
テ
ク
ノ
若
松
）

杉
山

靖
男
さ
ん

山
形
連
合

（
テ
ク
ノ
山
形
）

神
田

正
夫
さ
ん

会
津
若
松
地
区

（
仙
建
若
松
）

箭
内

喜
八
さ
ん

郡
山
駅
連
合
（
退
職
）

4
月
30
日
付

最
上

剛
さ
ん

仙
台
電
車
区

（
Ｊ
テ
ッ
ク
東
営
業
所
）

島
津

隆
さ
ん

会
津
若
松
地
区
（
退
職
）

高
橋

節
夫
さ
ん

東
北
工
事
事
務
所

（
Ｊ
Ｒ
コ
ン
サ
ル
）

川
村

進
さ
ん

仙
総
・
車
体

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
幹
総
）

菅
原

新
治
さ
ん

仙
台
保
線
区

（
仙
建
古
川
）

鈴
木

稔
さ
ん

仙
石
線
駅
連
合

（
Ｔ
Ｓ
Ｓ
陸
前
原
ノ
町
）

大
石

清
隆
さ
ん

仙
・
宮
運
輸
区

（
Ｊ
テ
ッ
ク
東
営
業
所
）

小
松

知
喜
さ
ん

仙
総
・
車
体

（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｍ
幹
総
）

根
本

勝
さ
ん

郡
山
駅
連
合
（
退
職
）

長
谷
川

明
男
さ
ん

仙
台
電
車
区

（
Ｊ
テ
ッ
ク
東
営
業
所
）

小
島

和
浩
さ
ん

貨
物
宮
城
（
退
職
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

  
4
月
23
日
～
24
日
、
秋
田
地

本
管
内
、
角
館
温
泉
に
お
い
て

国
労
東
北
協
議
会
女
性
組
合
員

交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
合
は
、
前
年
の
協
議

会
総
会
に
参
加
し
た
代
議
員
か

ら
の
要
請
を
受
け
て
開
催
し
た

も
の
で
す
。

盛
岡
、
秋
田
、
仙
台
の
各
地

方
本
部
に
1
名
ず
つ
、
平
成
に

な
り
国
労

に
加
入
し

た
女
性
組

合
員
が
一

堂
に
顔
を

合
わ
せ
交

流
し
た
意

義
は
、
今

後
の
組
織
拡
大
に
と
っ
て
大
き

な
期
待
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
に

な
り
ま
し
た
。

び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
の
職
場
環
境
、

保
線
職
場
の
検
査
業
務
の
課
題
、

育
児
と
両
立
さ
せ
る
職
場
の
制

度
改
善
な
ど
、
現
場
の
声
に
耳

を
傾
け
る
国
労
組
織
の
拡
大
、

と
り
わ
け
女
性
組
合
員
の
拡
大

が
な
に
よ
り
必
要
だ
と
の
確
認

が
さ
れ
ま
し
た
。

 
「
交
流
が
で
き
て
本
当
に
よ

か
っ
た
、
元
気
が
出
ま
し
た
。
」

と
参
加
し
た
女
性
部
の
皆
さ
ん

は
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

 
一
同
は
、
角
館
武
家
屋
敷
な

ど
の
観
光
を
楽
し
み
な
が
ら
再

会
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
【
元
】


